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学習済みモデルの精度評価
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精度検証とは
機械学習の目的は、学習データから汎用的なパターンを⾒出すように学習を⾏
い、未知データに対しても精度よく予測できるようになること

• 未知データに対して⾼精度に予測する能⼒は汎化性能という
• 学習済みモデルを本番環境で使う前に、その汎化性能を証明することが重要

• 精度を検証する際にまず学習データを２部分に分ける
- 訓練データ（学習データと呼ぶこともある）︓モデルを学習するため
- テストデータ︓汎化性能を評価するため

DB
訓練データ

DB
テストデータ 精度評価学習済みモデルをテスト

データに適用し、精度評
価のための予測値を算出

訓練データのみを
使ってモデルを学習

DB

総合的な
学習データ

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます



17

©GRI Inc.CONFIDENTIAL

精度検証の概念図
 訓練データ

 テストデータ

 精度検証

特徴量 正解

特徴量 予測正解

正解 予測

評価

訓練データのみを
使ってモデルを学習

学習済みモデルにテストデータを⼊⼒し、
精度評価のための予測値を算出

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます
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データ分割の手法
• データを分割する⽅法の中で⼀番基本なのは ホールドアウト法

- 固定の割合をもって、訓練データとテストデータ２つの部分に分割する
- 訓練︓テスト = 7:3  か 8:2 の場合が多い

訓練データ テストデータ

70個 30個

データ全体 100個

• 単純な手法なので、短時間で精度検証が済む（データ量が⼤きい時に使いたい）

• ⼀⽅で、分割後のデータにばらつきや偏りが⽣じると、検証の信頼性が落ちる
（特にデータ量が少ないときに注意）

例︓スパム検出モデルの作成において、データ分割後、スパムデータがほぼ全
てテストデータの⽅に入ってしまったら、⾼精度なモデルを作れない

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます



26

©GRI Inc.CONFIDENTIAL

【必要なライブラリを読み込む】

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます

pandas の read_csv() 関数
書式︓DataFrame名 = pd.read_csv(“ファイルパス”)

【データを読み込む】

分析作業は、データをpandasの表オブジェクトDataFrameに格納する
ところから始まることが多い
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読み込んだデータの確認

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます

DataFrameのカラム名
を⼀覧で⾒る

これで、データが正しく読み込まれたのか、を簡単に確認した

関数 shape() を⽤いて、DataFrameの構造を (⾏数, 列数) で確認
関数 head() を⽤いて、DataFrameの冒頭の数⾏の実際の様⼦を確認
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データを理解する（正解カラム; target）

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます

悪性と良性のボリュームを可視化

離散的なカテゴリデータなので
棒グラフを使⽤

モデルを構築する前に、各カテゴリのボリューム、欠損の有無、変数間の相関関
係などを確認し、データと「知り合う」ことが重要

Targetカラムに含まれる⼀意な値を確認（0と1）

Targetには２つのカテゴリがある
それぞれのデータボリュームを確認

0:  悪性 Malignant 
1:  良性 Benign
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データを理解する（欠損値の有無）

本講座の教材、画像、音声 等の無断使用を固く禁じます

Pandasのisnull().sum() メソッドを⽤いると、
DataFrameの各列に欠損値が何個あるかを⾒ること
ができる

➡ 欠損値がないことが分かった
• 今回はscikit-learnで提供されている「勉強用」

のデータを使用
• ⼀⽅で、実務で使う実世界の中で蓄積されたデー

タには異常値や外れ値や⽋損値があることが多い




